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●医療分野の高度な品質要求を満たすスポット溶接技術の開発
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新たに医療分野の筐体製作に挑む
その高度な品質要求を満たすスポット溶接技術の開発とデータ収集

医療機器事業分野でスポット溶接の高信頼化が課題となっている。この課題を解決するため、実溶接状
態を定量的に計測できる「高性能スポット溶接機」および「引張試験機」を導入し、高信頼な溶接技術
開発を行い、市場拡大を図る。

　筐体とは機

器類を収める

箱形容器のこ

と。筐体関連

の生産力が高

く評価され、

長く大手弱電

メーカーの

ファクトリー

コンピュータ

筐体の製造販

売を主要ビジネスとしてきた。しかし、大手弱電

メーカーの生産拠点が海外移転へと向かい、数年

前から弱電事業の受注が減少傾向となっていた。

　事業構造の変革が急務となってくる。そこで今

後成長が期待される新たな分野を模索する中で医

療機器事業分野へと一つの方向を得ることとなっ

た。２０１２年医療機器メーカーから超音波関連

製品の受注に成功し、２０１３年実績として医療

分野で２４０％（２０１２年同期比）の売り上げ

に成功した。そして現在、医療機器関連市場の拡

大に伴い、改めてこの事業分野特有の技術課題に

直面している。

　これまでの製品と比べ医療機器関連市場向け製

品には、次のような特徴がある。

　① スポット溶接部分が多いため溶接工数が多い。

　② アルミスポット溶接要望（軽量化）が多い。

　③ スポット溶接に対する品質要求レベルが非常

に高い。

　医療分野で求められる材質はまず軽量であるこ

と。さらに強度や気密性についても高レベルな製

品を求められる。結果アルミを使いアルミスポット

溶接機によっ

て仕上げるこ

とになる。自

社ではアルミ

スポット溶接

機は初めての

導入になる。

そのためには現状の溶接技術者の数とスポット技

術レベルでは求められる溶接工程能力に届かな

い。これらの課題を解決し医療機器市場での市場

拡大をめざす。そのためにアルミスポット溶接が

可能であり、かつ溶接プロセスデータの記録機能

を内蔵した高性能な「インバータースポット溶接

機」と「引張試験機」を導入した。

　導入したインバータースポット溶接機にてテス

トピースを溶接し、溶接条件（加圧力、電流値、

通電時間等）

のデータ収集

及び記録を行

うと共に引張

試験機にて医

療機器関連製

品の強度基準

を満たしてい

るか品質検証

を行った。

常務取締役
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　初代佐藤義忠社長は、弱電メーカーに勤めての

ち確信と技術をもって測定器類の組み立て配線の

個人事業を起こす。１９５１年、これが佐藤電機

製作所のはじめの一歩である。しだいに大手弱電

メーカーの信頼を得て、１９６１年法人となり、

山梨に工場ができたのが１９８０年。当初は石和

町にあった。

　「仕事終わりの宴会が楽しかったようですよ。」

と佐藤常務が往年の先輩方のやり取りを教えてく

れた。初代社長は佐藤常務の祖父にあたる。

　そして、現在の山梨市に工場が新設されたのが

１９８９年となる。つい、なぜ山梨の地を選んだ

のかを知りたくなってしまうのだ。なぜなんだろう。

　「祖父は都留市の出身なので、山梨になったんで

しょうか。石和には特別縁はなかったでしょうけ

ど。」

　そして、強い強い縁を思い出したのでした。山

梨市にはかの大手弱電メーカーの大きな工場があ

りました。なるほど。山梨の地との確かな絆に思

い当たったわけである。

　国内のほとんどの弱電メーカーと取引があると

いう。筐体製造に関して圧倒的な信頼を得る佐藤

電機製作所の強み。それは…

　「ＱＣＤ、ですね。」

　Ｑｕａｌｉｔｙ＝品質、Ｃｏｓｔ＝価格、Ｄｅｌｉｖｅｒｙ=納期。

メーカーからの究極な要望をかなえる姿勢とその

結果により、絶対の信頼を獲得しているのだ。主

要取引先の要望に応え、強い信頼を得るには技術

力の向上、設備の充実、要望を満たしてさらにそれ

を超える提案力が身についたことによるのだろう。

　かみ砕いていえば、メーカーの無理で性急な要

望に絶えず応えていくうえで、順次体力がつき即

応できる設備が揃い、人材も技術も向上するとい

うこと。メーカーの思うつぼのようでいて、結果

他社には追い付けないだけの、フル装備な製造会

社へと成長していた、ということらしい。

　「ほかの分野に対応することに緊張もありました

が、改めて設備が揃っている自社の力も確認でき

ました。」

　今回の医療分野への進出も、始めは相談を受け

てから始まったのだという。望まれることに次々

答えの出せる自社の頼もしい体力を見出すことに

なったようだ。

　筐体の製造は基本、レーザー切断、折り曲げ、

溶接、さらに塗装なども含まれるが、精密板金と

呼ばれる作業による。ここに医療分野からのさら

に高い要望はアルミという新しい素材への対応。

鉄やステンレスと同じスポット溶接では、対応で

きない。アルミ対応のインバータースポット溶接

機を使いこなす。技術者の養成ということでもあ

る。また望まれる強度や気密性を得るために、試

作した溶接部分を引張試験機で次々壊して実験す

るという地道なデータ収集が、再び長い安定の取

引を引き出すために必要な学びの時でもある。

　ここが佐藤電機製作所のＱＣＤを問われるキー

ポイントとなる。実は熾烈な勝負の世界でもある。

　最近の工場内のマシンは、なぜかとても美しい。

赤と黒のマシンは機械メーカーの指定色かもしれ

ないが、門外漢が工場を歩くとイタリア製の自動

車カラーに見えてくる。それはレーザー切断中の

金属板だったのだが、必ずや多くの提案により効

率的に整った図面を正確に切り出していた。

　どんな筐体となって送り出されるのだろう。

山梨の地に求められたものは取引先との強い絆

求められることへ即答できる力とそれ以上の提案ができる設備の充実
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